
　

令
和
８
年
第
２
回
占
冠
村
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
占
冠
村
教
育
委
員
会
の
教
育

行
政
の
執
行
に
関
す
る
、
主
要
な

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
加
速
す
る
中
で
、
超
ス
マ
ー

ト
社
会
の
実
現
に
向
け
た
技
術
革

新
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
社
会
的
包
摂
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
わ
た

し
た
ち
は
、
よ
り
多
様
化
、
複
雑

化
し
、
予
測
し
得
な
か
っ
た
新
た

な
教
育
課
題
に
対
し
て
、
適
正
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、組
織
的
、

計
画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
村
に
お
け
る
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
質
の
高

い
教
育
を
受
け
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
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Ⅰ 

は
じ
め
に

（2）
郷
土
に
生
き
る
力
を
育
む
教
育

　
の
推
進

　
他
者
を
思
い
や
る
心
や
、
感
動

す
る
心
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
、

自
他
の
生
命
を
尊
重
し
、
他
人
と

共
に
協
調
す
る
心
を
育
む
た
め
、

道
徳
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
教
育
に
関
し
ま
し
て

は
、
本
村
の
豊
か
な
自
然
環
境
や

歴
史
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
、
今
後
も
村
内
関

係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
川
の

学
校
、
ク
マ
の
学
校
等
の
自
然
体

験
学
習
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る

中
か
ら
、
郷
土
に
対
す
る
誇
り
と

愛
着
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
と

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
学
校
運
営
協
議

会
と
地
域
学
校
協
働
本
部
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（3）
学
び
を
支
え
る
教
育
環
境
の
充

　
実

　

多
様
な
子
ど
も
た
ち
に
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の
機
会
を

保
障
し
、
守
り
、
地
域
状
況
等
に

関
わ
ら
ず
質
の
高
い
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
安
心
す
る
環
境

の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な

学
び
に
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
で
あ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
整
備
し
た
、
村
内
学
校
の
児
童

生
徒
１
人
１
台
端
末
の
更
新
を
行

う
と
と
も
に
、
教
員
の
指
導
力
向

上
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
へ
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
の
対
応
に
関
し
ま
し
て

は
、「
い
じ
め
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
見
逃
し

ゼ
ロ
」
の
取
り
組
み
を
徹
底
し
、

未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
係
る
校
内
体
制
を
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に

関
し
ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が

「
居
場
所
」
と
「
絆
」
を
実
感
で

き
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
関
し
ま
し
て

は
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
・

連
携
す
る
中
で
、
指
導
、
支
援
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（4）
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進

　
多
様
な
業
務
に
よ
り
、
負
担
感

を
持
つ
教
職
員
が
少
な
く
な
い
中

で
、
教
職
員
の
こ
れ
ま
で
の
働
き

方
を
見
直
し
、
自
ら
の
授
業
を
磨

く
と
と
も
に
日
々
の
生
活
の
質
や

教
職
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と

で
、
自
ら
の
人
間
性
や
創
造
性
を

高
め
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
の

効
果
的
な
教
育
活
動
を
実
現
す
る

た
め
、「
占
冠
村
立
学
校
の
教
育

職
員
に
関
す
る
業
務
量
管
理
・
健

康
確
保
措
置
実
施
計
画
」
を
策
定

（1）
確
か
な
学
力
向
上
の
推
進　

　

児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
で

き
る
視
点
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が

学
び
合
い
、
多
様
な
他
者
と
協
働

し
た
探
究
的
な
学
び
を
促
進
で
き

る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な

活
用
を
進
め
、
教
員
が
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
に
取
り
組
め
る
研

修
機
会
等
の
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
本
村
の
学

校
の
特
色
を
活
か
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

し
、
個
々
の
学
び
の
過
程
を
重
視

し
な
が
ら
、
学
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

う
、
ま
た
、
平
和
な
郷
土
の
未
来

を
自
ら
切
り
拓
く
心
身
と
、
自
ら

が
社
会
の
担
い
手
と
な
り
、
持
続

可
能
な
社
会
を
維
持
・
発
展
さ

せ
、
新
た
な
時
代
を
生
き
抜
い
て

い
け
る
よ
う
な
村
民
を
育
む
こ
と

を
目
指
し
、
各
種
教
育
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　学校教育の充実

Ⅲ　社会教育の充実

Ⅳ　おわりに

令和８年度令和８年度

教育行政執行方針教育行政執行方針

教育長　多田　淳史教育長　多田　淳史

的
で
深
い
学
び
の
実
現
と
、
個
別

最
適
な
学
び
、
協
働
的
な
学
び
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教育行政執行方針教育行政執行方針

し
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
へ

の
き
め
細
か
な
支
援
体
制
を
維
持

す
る
た
め
に
、
独
自
に
配
置
し
て

い
る
、
教
育
支
援
員
等
に
つ
い
て

も
、
継
続
し
て
配
置
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（5）
義
務
教
育
学
校
・
小
中
一
貫
校

　
の
充
実

　

児
童
生
徒
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
、
教
職
員
定
数
の
減
少
が
深
刻

化
す
る
中
で
、
義
務
教
育
９
年
間

の
学
び
の
連
続
性
・
系
統
性
の
あ

る
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

に
お
い
て
も
、
教
職
員
の
相
互
乗

り
入
れ
や
兼
務
発
令
に
よ
る
学
校

間
連
携
を
継
続
し
、
義
務
教
育
学

校
、
小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
教
育
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
不
登

校
及
び
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
の
増
加
、
地
域
社
会
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
伴
う
多
国
籍
児
童
生

徒
の
増
加
な
ど
大
き
な
変
化
の
中

に
あ
り
、
本
村
に
お
い
て
も
そ
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
状
況

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
生
活
で

必
要
と
さ
れ
る
、
多
文
化
共
生
意

識
の
醸
成
と
、
未
来
を
切
り
拓
く

資
質
・
能
力
や
表
現
す
る
力
を
育

み
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
、
夢
や
目
標
の
実
現
に
挑

戦
す
る
、
未
来
を
支
え
る
担
い
手

の
育
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

多
様
性
の
包
摂
を
基
盤
と
し
た

教
育
活
動
を
通
じ
て
、
新
し
い
時

代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
た
め
、
主
体
的
、
対
話

Ⅱ 

学
校
教
育
の

　 

充
実
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生
活
を
送
る
た
め
、
主
体
的
に
学

び
、
共
に
支
え
あ
う
生
涯
学
習
教

育
の
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

各
世
代
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
、
魅
力
の
あ
る
講
座
な
ど
各

種
事
業
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
村
民
自
ら
の
「
や
っ
て
み
た

い
」
を
支
援
す
る
た
め
、
自
主
創

造
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
異
文
化
交
流
の

機
会
創
設
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（2）
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進　

　

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
、
体

力
向
上
、
健
康
づ
く
り
は
、
活
力

と
、
豊
か
な
人
格
を
形
成
し
、
充

実
し
た
生
活
を
営
む
上
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
各
ス

ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
を
図
り
、
運

動
教
室
や
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

の
中
か
ら
、
体
力
の
向
上
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
体
育
協
会

な
ど
関
係
団
体
へ
の
活
動
助
成
、

ア
ス
リ
ー
ト
補
助
金
等
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（3）
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興

　

人
々
に
感
動
や
楽
し
さ
、
精
神

的
な
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え
、
豊

か
な
人
間
性
を
涵
養
し
、
創
造
性

を
育
む
、
芸
術
・
文
化
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

村
内
文
化
団
体
や
道
内
文
化
団

体
等
と
の
連
携
を
継
続
し
、
幅
広

い
分
野
の
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る

機
会
の
創
設
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

沿
線
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る

合
同
文
化
交
流
会
に
は
、
清
流
大

学
を
中
心
に
、
活
動
成
果
の
発
表

と
交
流
の
場
と
し
て
積
極
的
に
参

加
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
文
化
の
保
存
・
伝

承
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
歴

史
・
文
化
を
次
世
代
に
継
承
し
、

後
継
者
の
育
成
と
人
材
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（4）
社
会
教
育
施
設
の
活
用
推
進

　

公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設

は
、
よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
活
用

の
促
進
を
図
る
た
め
、
有
効
な
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
の
維
持
補
修
、

備
品
管
理
は
、
財
源
が
確
保
さ
れ

た
も
の
か
ら
順
次
取
り
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
、
中
央
プ
ー

ル
の
改
修
す
る
た
め
、
諸
手
続
き

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
運
動
公
園
内
の
屋
外

施
設
の
維
持
管
理
を
継
続
し
な
が

ら
、
未
利
用
部
分
の
利
用
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
令
和
８
年
度
の
教
育
行

政
の
執
行
に
関
す
る
重
点
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

占
冠
村
教
育
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
教
育
が
村
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
生
き
と
学
び
続
け
る

た
め
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
学
校

教
育
・
社
会
教
育
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
を
深
め
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
村
民

の
皆
様
が
心
豊
か
な
人
生
を
歩
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本

村
教
育
の
発
展
と
充
実
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

画
と
議
会
議
員
並
び
に
教
育
関
係

機
関
、
団
体
皆
様
方
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
教
育
行
政
執
行
方
針

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ⅳ 

お
わ
り
に

占冠村教育委員会

教育行政執行方針教育行政執行方針

Ⅲ 

社
会
教
育
の

　 

充
実

　

村
民
が
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
生
き
が
い

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、
包
摂

的
な
社
会
を
目
指
し
、
本
村
の
豊

か
な
自
然
と
文
化
、
伝
統
を
活
か

し
、
す
べ
て
の
村
民
が
自
分
ら
し

く
、
自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

夢
を
抱
き
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
育
む
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
共
に
学

び
支
え
あ
う
社
会
教
育
」
の
実
現

の
た
め
、
社
会
教
育
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（1）
生
涯
学
習
の
機
会
の
確
保
と
充

　
実

　

す
べ
て
の
村
民
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な

令和８年３月５日

問　地域包括支援センター（福祉子育て支援課）　☎　56‐2022
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児玉　仁子さん（千歳）　　　　　　   　　　 大和　妙子さん（高台・美園・中央第三・占冠第一）
原　　和恵さん（占冠市街）　　　　  　　　  坂口　　誠さん（下トマム・中トマム・上トマム）

民生委員・児童委員   ※（　）内は担当行政区

民民 童委員のご紹介童委員のご紹介児児生委員・生委員・

　民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員です。占冠村では８人
（うち２人は主任児童委員）の委員が活動しています。
　地域の身近な相談相手として常に住民の立場に立ち、生活上の心配事や困り事などの相談に広
く応じるとともに、支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めます。

　民生委員・児童委員は、誰もが安心して暮らせる地域づくりの
ためにさまざまな活動をしています。
　これからも、地域福祉の中核として取り組みを強化し、皆さま
の安全を支えていきます。

民生委員・児童委員とは？民生委員・児童委員とは？

地域の身近な相談相手

江頭　恵美さん（全村）　　大谷　かえでさん（全村）　　

主任児童委員   ※子どものことを専門に担当し活動します。
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在宅生活のこと
家族関係のこと
育児や教育のこと

　ご寄付いただいた企業様をご紹介します。占冠村の地方創生の取り組みにご賛同いただき、
誠にありがとうございました。

ホクレン農業協同組合連合会（札幌市）
寄付金額：100万円

※企業名・寄付金額は、ご了承をいただきました企業様のみ紹介しています。

寄付金額：500万円
エア・ウォーター・ライフソリューション株式会社（札幌市）

問　企画商工課地域振興対策室　☎　56‐2124

企業版ふるさと納税による寄付について

オレンジカフェとは、認知症の方やそのご家族、地域の皆さん、福祉の専門職
などが気軽に集まって交流や情報交換、相談などを行う場所のことです。
占冠村地域包括支援センターでは毎月、中央・占冠・双珠別・トマムの４地区
で「手しごとカフェ」を実施しておりますが、今年の４月からその日に合わせ
て、月に１回各会場持ち回りで「オレンジカフェ」として実施します。
実施予定日などについては、広報折り込みチラシ等でご確認ください。

オレンジカフェがスタートします！


